
参考資料 ⼤津愛梨 令和６年１１⽉６⽇ 

【マイナスのスパイラルからプラスのスパイラルへ】 

⾼度経済成⻑期に⼈が農村・農業から離れたことを起点に負のスパイラルに⼊り、現在では
打開策が講じられない状況。 

⾼度経済成⻑期の⼈⼝流出 所得格差の拡⼤ 

稼げないイメージ定着 ⼈が減ってコミュニティや 
サービスの低下

空き家問題や獣害 

更なる⼈⼝減少 
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⼈⼝減少に加え、突出したリーディング産業がない状態の⽇本は円安から抜け出すことは
難しく、⼈件費が低い⽇本には外国からの研修⽣や技能労働者も⾒込めなくなる。限られた
リソースを注⼒すべき分野を絞り、上昇スパイラルを⽣むことで複数の課題を同時解決で
きるようになるのでは？ 

（例） 
⼟地利⽤型農業への 
「国⼟保全⼿当」 
＝ベーシックインカム
の実証実験 

農業＋クレジット：農産物だけではない
所得の拡⼤（J クレジットの他、⽣物多様
性クレジットや窒素クレジットなど） 

農村の教育環境整備 
（オルタナティブスク
ールや⼤学のサテライ
トキャンパス） 

多様な研究やパイロッ
トプロジェクトの誕⽣ 
（鶴岡モデル） 

ベンチャーやスタート
アップ企業だけでなく
⺠間企業の参⼊ 

多様な形態の農業 

モノ・技術・サービス・
知的財産の輸出 
（ ア ジ ア 市 場 ほ か ）
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